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人工ふ化サクラマス 稚魚の河川放流に

関する研究― 6 報

定着過程に関する 水槽予察実験中田 才斤 彦

Studies on the Planting Of Hatchery-Cultured

Masu Salmon Fry into Streams.

6. A Preliminary Trough Experiment On Residing Proccess.

Tetsuhiko TANAKA

Summary

1. A preliminary experiment was carried out to know the residua@ proccess Of planted hatch-

ery-cultured Masu salmon fry  

2. Fry were measured and released at several intervals in running water in wo0d troughs, 33

cm wide and 350cm long, having two pairs Of mini-po0l and riffle (Fig. 1, Phot0.) 

3. Growth and residual rate Of released fry excelled @n early released fish than later one  

4. Resided fish maintained their habitat strongly.

5. Numbers Of resided fish in the trough (1.1m2) were 4-5, and became to twice after the

successive release tn August. Through the period, primarily resided fish did not remove from

their resided places.

6. In the fall residents showed tendency Lo shift t0 downstream  

ま え が き

サクラマス人エふ化椎色の河川放流後の分散，定着のしかたとして・はじめの分散 (―次分散) で先にすみよ

い場所を占めたものが，その後の定着，生長で優位に立つらしいことが指摘された(田中・ 他． 1971)n こうした

痒性が実際に存在するかどうか・ また・田中・他 u971 が生息量調査の方法として用いたマーキング法． くり

返し漁獲法では，住みついた佳 は強い定着性を示すということが，その前提となっているが．こうしたサクラマ

ス 人エふ化稚角の放流後の定着過程に現われる生態的な持性を明らかにするため，実験的に調べる必要が認めら

れた。

その手始めとして，簡単な実験を行ない，2 ， 3 の知見を得たのでここに報告するものである。
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実験を行なうに当って，渡島支場長麓龍同技官には実施の便宜を，また，九八雲車業場長菊池正孝氏・現場長

亀山四郎技官．元渡島支場葉田道雄技官には実験装置の設置．定着魚の点検等で多くの助力を受けた。また・ 調

査課石田昭夫技官には原稿を校閲して頂き， 多くの助言を受けた。ここに記して厚く感謝の意をあらわすもので

あ る。

材料と方法
実技木仁:八雲可上八雲に所在する北海道さけ・ますふ化場渡島支場八雲事業場の旧稚魚池の上下2面にわか

れた池の接続個所の落差を利用して実験水槽を設置した。旧 稚魚池は上面池の注水部から50m 位の範囲の各所か

ら 湧き出た水を放流する水路となっており，上面池の多くの部分カテ雑草で覆われた状態にあった。地内にはカジ

カ ，フクドジョウが生息していたo

設置した実験水槽は木製アトキンス式ふ化槽 (内径の縦X 横X 深さ二349cmX33cmX2& 九， 板厚2 ．6cm) を 2

本用いた。2 本の槽は並列に付けてならべた。槽内はそれぞれ淵と瀬を組合わせた上， 丁2区画と降下魚を採取

する区画の3E 分にした。即ち．注水部側から188 山の位置に仕切り板をloa血程度下前方へ傾斜させ，また，こ

れより147cm の位芦に仕切り板を垂直に固定させ，それぞれの区画内には土砂や小石を入れ，前方に淵，後方に

瀬を作り ，淵には大型の石を数個置き，かくれ場を作った。両槽ともほとんど同じ状態になるよう設置した(図

IU 降下魚点検の14。@の 区画の放水部には降下魚が再び槽へ戻れないよう金網で装置した他，必要に応じて降下

 3肪  

図 l 実 験 水 槽 略 図

魚を採取できるモジ網の袋を取り付けられるよう@こした。2本の槽は，それぞれA 槽． B 槽とし，槽の注水側の

区画を上部，排水側の区画を下部とした。槽内の生息面秩は約1 ・ Im ， (上部0 ・ 66m ，，下部0 ． 5m ， )，水深は上部の

淵で15-17 血となったo

導水装宙として， 両槽とも内径2 ，8血の塩ビパイプ

(14dQm) と三角樋 (幅6叫，長さ140 血，厚さI．5cm の

板で組んだ) を用い，注水が淵の中央部よりやや前方

に落下するようにした。

注水三は10H26 日の測定ではA 槽約90fi/min，， B 槽

約7印ノ min ・ で， 湧水のため，実・験期間中の変動は 少

なく，とおしてこの程度であったと思われる。用水温

は期間中8-10@c 前後であった。

この実験水槽では放流された魚は上， 下区画問の往

来は自由にできるが，槽からの脱出口は降下部だけで，

しかも―旦，脱出すると再び槽内へ戻れないような装

貴としたが． 更に安全を期すため，水槽へ魚を放流し

ている時は両槽の接触部と左右の水槽へりに板を置き写真 実験水槽
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軽く 釘でとめ・ 惜の側面からの逃連防止．及び水路の―部日五の役目に当てた(写真k

供試魚:水槽へ放流したサクラマス稚魚は1970 年に函館の?桝白川で採卯し，八雲事業場でふ化したもののうち

の約田0尾程度をふ化室内の塩ピふ化桔にux容し (水温7-8@C) ，粗放的に乾燥餌 (クランプル) を給餌し管理

しておいたもので， 8H10 日の A 槽放流群を除き，その都度．この群よりランダムに必要量を抽出し．魚に無用

の刺戟をあ たえないですむ三角溝に定規を取り付けた測定器でフ オーク長を測り ，水槽へ運んで放流した。各月

日別の放流群は (槽名 (放流) ―月 ―日 ) 群として表現した。8 月 10 日の A 惜放流群は日本海の尻SW川と前述の

汐泊川群の放流残群の―部で，室外のすきい飼育池で粗放給餌して管理していたものから抽出した。

稚魚の放流及び定荊魚・降下魚のA枝方法 :稚魚の放流は両惜とも．いずれの場合も上部区画の淵． 即ち，注

水の落下部へまとめて放流した。点検した定着魚の再放流もこの方法によった。放流した稚魚は天然の餌料に委

ねるため，人エ給餌は―四行なわず自然の状態におき・惜の管理は注水にカ点を置いた。

定着魚の時々 の点検の場合は，まず・導水装置をはずして注水を止め，大型の石を除去して，小型のポールで

水をくみとりながら定着魚を掬い．ポリバケツ: 入れて数と標識部位の確認・ フ オーク長の測定(麻酔等の処理

を行なわず，すぼやく測定) を行なった。定着魚に標識を施す場合は，この折に行なった。点検が終ると直ちに

大型の石を元の状態に戻し・注水を再開し，完全な流れに戻った状態で再放流した。追加放流を行なう場合は．

この―連の点検作業がア終了してからにした。

降下魚の点検は定着焦点検の対比データとするため，期間をとおして実施する予定であったが．仕事の都合で

限られた日しかできなかった。

なお，実験の進め方として，あらかじめ細かい計画は設定しておかず， 実族の経過に応じて．その都度決めた。

行なった実験とその 結果

実検 I

実験は1971 年6 月 15 日から始めた。最初の稚魚放流はA 惜へIO尾 (FL-4 ． 8m ， R:4 ， 2-5 ． 5m) ， B 桔へ印尾

の放流を行ない・そのままの状態にし，約I週間後の6 月 21 日に追加群としてA 仁10尾 (尾ピレ上葉切除)， B 桔

10尾 (尾ビレ下葉切除) をそれぞれ放流した。そうして，実験のスタートから約Iケ 月後の7 月 10 日に両悟の水

をとめ・定着魚の取り上げを行なったところ．A 惜は5尾 (A-6-1 碑ト z 尾． A-6-21 群 3尾)． B 栢4尾 (B-

6-15 群 3尾， B-6-21 群 I尾) が定着していた。実験I では放流直後の降下魚の点検は行なわなかった。

実技 H

実験I における水梧内の定着の状態を参考にして実験H を始めた。

7 月 10 日・実験Iの定着魚を取り上げ．水悟の整備を行なった後・ A 桔へ10尾 (FL，―二 5 ． 4m ， R:4 ． か@6 ． 4m)

B 惜へ50尾 (EL=5H 師・ R:4 ． 2-6 ． 4山) をそれぞれ放流した。水温は10 ． 2c (L時) であった。これら群の

梧からの降下の点検は翌日から15 日まで朝タ行なった。HI 日朝はA 桔3尾， B 惜14尾とフクドジョウ (全長10 ． 6

山) I尾が含まれた。ドジ ，ウは導水路から槽内へ侵入し降下したものと思われる。H 日タ方はB 惜H?尾・ 12 日

朝はB 槽10尾とフクドジョウ (I1.4m), 14 日朝はB 桔I尾， 15 日朝はB 惜I尾であった。

7mIo 日放流群の定着状況の点検は7月別口: 行なった。この時の定着尾数はA 栖4尾で・このうち―番小型

の 魚は取り上げ中圧死した。B 惜の定着魚は皆無であった。点検後・ A 桔定着の3尾を再放流し， 直ちにA 桔へ

尾ビレ上葉切除の10尾 (FL 二 5 ， 1cm, R:4 ．3-6 ．0印)・空になっていたB 悟へ尾ピレ下葉切除のlo尾 (FL 二 4． 9

山， R:4 ． 2-5 ． 8cm) をそれぞれ追加放流した(水温8 ．sr@L

8 月 2 日の2 回目の点検ではA 桔が上部3尾．下部3尾の計6尾 (A-7-10 群 3尾． A-7-24 群3尾)・ B 桔が

上部だけの4尾 (B-7-24 群) の定者で・ A 惜では先に定着していた群 (A-7-10a 群) はそのまま残留し，追加

群 (A-7-24群) は 10尾中3尾が定着となっていた。点検後・直ちに定着点をそれぞれの惜へ再放流した。

8 月 10 日の 3 回目点検ではA 惜が上部5尾・下部I尾の計6尾 (A-7-10% 群3尾， A-7-24 群3尾)， B 桔が上

部3尾，下部2尾の計5尾 (B-7-24 群) で， A 惜は上下の分布が変わっただけで8 月 2 日の状態が維持されて

いた。B 槽は上，下の分布変化の他， B-7-24 群 (尾ビレ下葉) の I尾 (FL 二 5 ．5山) 増となったが・ これは8

月 2 日に点検もれがI尾あ ったものと思われる。点検時に定着魚の全数に脂ビレを切除して・ それぞれの槽へ再
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放流した。そのすぐ後からA 悟へは室外の飼育池で粗放給餌して管理していた群より10尾  FL 二 5 ・ 8cm. R:

5 ． 0-6 ．8cm) ， B 槽へは通常，放流の対象としている室内の飼育管理群10尾 (FL=5.0cm, R:4 ・ 3-6,1 伽) をそ

れぞれ追加放流した(14状午 30@守 ・水温9 ．4@Ck この群の降下点検は10. 11 日分について11 日 タ 方に行ない．A 槽

は A-8-1(@ 群6尾， B 槽はB-8-Kf 群 5尾の降下を確認した。

8 月 24 日の 4 回目点検ではA 槽が上部?尾．下部3尾の10尾 (A-7-1 憐 3尾． A-7-24 群 3尾， A-8-10 群

4尾) とフク ドジョ ら I尾の侵入生息(点検時に除去)． B 槽が上部5尾，下部3尾の8尾 (B-7-24群5尾， B-

8-1Q群 3尾) で・ A 漕は先住定着群はそのままで， 8 月 10 日の追加群10尾から 4尾が定着となっていた。B 槽も

先住定着群ばそのままで， 8 月 10 日 群10尾から 3尾が追加定着となっていた。点検時に両槽の8 月 10 日放流に係

る定若魚にA 槽は尾ピレ下葉，B 槽は尾ビレ上葉を切除して． 他の定着魚と―緒にそれぞれの槽へ再放流した。

9 月 I 日の 5 回目点検ではA 槽が上部6尾・下部4尾のW0尾 (A-7-10 群 3尾， A-7-?.4 群 3尾， A-8-10B 群

4尾) とヵジヵ(5.7 口n) I尾が侵入生息，B 槽が上部5尾，下部3尾の8尾 (B-7-24 群 5尾， B-8-10 群 3

尾@ で・ 両槽とも 8月川日の定着状態が維持されていた。点検後．それぞれ再放流した。

9H2 日にば追加放流群としてA 惜へ5尾 (FL=5.9cm, R:5 ・ 2-6 ・ 5cm) ， B 栖へ5尾 (FL=5.8cm,R:5 ・ 0

― 6 ． 2山) をそれぞれ放流した(8 時3紛)。 その後の降下状況は9N2B (タ )に A 槽4尾(A-9-2 群)． B 槽 2

尾 (B-9-2 群)， 9 月 4B 0朝) l:は A 槽I尾 (A-7-24 群)． B 桔I尾 (B-9-2 群)． 9 月 5B (朝) にはA 槽

I尾 (A-7-1Q 群 ) のそれぞれの降下を確認した。

9 月 7 日の 6 回目点検ではA 憎が上部4尾．下部3尾の7尾 (A-7-1(@ 群 I尾， A-7-24 群 I尾， A-8-10 群

4尾， A-9-2 群 I尾) とフクドジョウI尾． B 槽が上部4尾，下部3尾の7尾 (B-7-24 群 3尾． R-s-m0 群

3尾， B-9-2 群I尾) でA 槽では長く定着してきたA-7-10 群から 2尾． A-7-24 群からI尾が消失し，9 月

2 日追加群5尾のうちI尾が定着となっていた。―方， B 槽でば長期定着のB-7-24 群の2尾が消失し，9 月 2

日追加群5尾のI尾が定着していた。点検後ばそれぞれの槽へ再放流した(15時30分，水温8 ・ 4cL

9 月 13 日の 7 回目点検ではA 槽が上部4尾，下部2尾の6尾 (A-7-10 群 I尾． A-7-24 群 I尾， A-8-10 群
3尾， A-9-2 群 I尾) と ヵジヵ(9.6cm) I尾が侵入生息．B 槽が上部3尾．下部2尾の5尾 (B-7-24 群2

尾・ B-8-10S 羊 2尾， B-9-2 群 I尾) で． A 悟ではA-8-1 僻午 I尾． B 槽ではB-7-24 群 I尾， B-8-1O 群 I尾

がそれぞれ消失した。点検後・それぞれの槽へ再放流し，すぐ後からB 槽のみ追加群5尾 (FL:=6.1cm. R:5 ・ 5

-6 ， 6cm) の 右腹ピレを切除して放流したua 時30a分，水温9 ・ 0で ) が．この群 (B-9-1 錨幻 は翌日 u4H) に

4尾降下した。

9 月 25 日の 8 回目点検ではA 桔が上部4尾・下部2尾の6尾 (A-7-1 晩羊 I尾． A-7- 刈群I尾， A-8-1 館半

3尾， A-9-2 群 I尾)． B 槽が上部3尾，下部I尾の4尾 (B-7-24 群 2尾， B-8-1 碑半 2尾) とカジカuI ・ I・

山) I尾の侵入生息で・ A 槽は9 月 13 日の定着状態が維持され．9 月 13 日に追加群を放流したB 槽ではB-9-2

群 I尾カ鞘失・追加群は定着しなかった。A 桔定着魚は点検後元へ戻し，すぐ後からB 槽定着魚4尾の左腹ピレ

を切除してA 槽へ追加放流し，また・空になったB 惜へは新たにlo尾 (FL 二5 ．8cm, R:5 ・ 2-6 ・ 4伽) を放流し

た (la&寺 3山分・水温9 ． 3c0

9H29 日の 9 回目点検ではA 槽が上部3尾 (A-7-10@ 群 I尾・ A-7-24 群 I尾． A-8-1 硝 I尾)， 下部5 尾

(A-8-10 群 I尾， A-9-2 群 I尾・ B-7-24 群2尾， B-8-10 群 I尾) の計8尾． B 槽が上部2尾．下部2尾

の計4尾 (B-9-25 群) が定着していたし舐午 ，水温8.8@GOA 桔へ放流したB 漕定着魚 (4 尾) のうち3尾が

A 宿に定着・ しかも全数はA 槽の後期定着魚とともに悟の下部に分散した。B 槽では新たに放した10尾のうち4

尾が定着していた。

最後の点検・ 及び， 取り上げは10 月 26日に行なった。この時の状態はA 惜が上部2尾 (A-7-10 群 I尾． A-8

-]0群 I尾)・下部3尾 (A-8-10 群 I尾， A-9-2 群 I尾， B-8-1Q 群 I尾) の計5尾と下部にフク ドジョウ2

尾 uI ． 2， 9 ，9山)・ B 槽が上部3尾，下部I尾の計4尾で， A 桔では9 月 29 日の状態からA-7- 別群 I尾， B-7

-別群2尾が消失した。B 槽では分布が変化したが定着数は9 月 29 日の状態が稚持されていた。それぞれの定着

魚は取り上げてホルマリン固定し，後日測定した。

以上は，附衷I ， 2 ， 3 のとおりである。

a 0
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@"義つ--3/1.
稲

この実験は予察実験として業務の合間に組まれたこともあり，整った実験ではなかったが，サクラマス稚魚の

定看過程について若干の知見を得ることができたといえよう。

分散で先に住み場所を占めたものが，その後の定着．生長で優位に立っと考えられる先住優位の現象は・実践

n におけるA ， B 悟の定着魚の生長を示した図2 から，その存在が示きれた。
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図2 定 着 魚 の 生 長

すなわち，A 槽では・はじめに放した7H10 日放流の定着魚の生長率が，それから半月後．I ケ 月後に放し定

着した群のそれを明らかに上廻っていた。B 惜においても，先に放して定着した魚の優位がみられた。しかし，

ここでの追加放流群はかなり間隔がおかれての加入ということもあり，こうした場合での論議は・なわ張り関係

に波及すぺき事項かも知れない。そして・ 前報で指摘きれた先住優位とは，非常に短かい分散時期の相異が・そ

の後の定着過程で優位にたっことと考えられており，この実験ではこの点，今後に残された。

水槽に住みっいた魚のその場所での定着性の強さについては実験n における7 月利目―9 月 I 日までの間の4

回にわたる定着焦点検作業でも認められるとおり・槽からの掬い上げ，測定・標識等の処理をして再放流したに

もかかわらず・ これに起因すると思われる定者魚の消失はA ， B 槽とも皆無であり ・ ―旦，住みっいた魚は非常

に強い定書性をもつことが示された。この傾向は秋口まで認められた。

9 @¥@月 ，入ると槽へ早く定着していた群の魚が消失する傾向がみとめられ・ これは田中、他 (1971 が指摘した

秋の移動に関連した動きと考えられた。

水槽の稚魚生息密度ば7月期に行なった定着魚のいない場合での放流では・ A ， B 桔とも 4 ， 5尾□ ． Im ， )

であった。また．秋期に当 る 9H25 日放流(B 惜) でも．この密度の定着カ亨忍 められた。また， 9H 1 日までは

追加放流のくり返しによってA 槽ではIo尾 (1 ． 1m@) ， B 惜8尾□ .1m2) と生息旦が2倍に拡大したが，これは

実験I，実験H の比較だけからは夏の生産カ増大によるものと考えられた。この間での追加群の放流に対して・

先に住みついていた魚は・すべて定着し続けた。

糸勺要

I・この実験は人工ふ化サクラマス稚魚の放流後にみられる定着過程に関する特性を実験的に明らかにするため

の予察実験として行なった。

3 1
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2・北海道さけ・ますふ化場八雲事業場の旧稚魚地内に設置した実験水槽に時間をおいて稚魚を放し・その定着

数，生長を調べた。実験水槽は木製アトキンスふ化槽を用い，内部に2区画の淵と瀬の組合わせを作り，降下

トラップをつけた(図 I，写真L

3．先に水槽に放じた魚が生長，定着数において後から加入した群より優位に立つ傾向がみられた。

4 ． ―旦，住みついた魚は非南に強い定着性のあることが示きれた。

5．水槽の定着密度は定着魚のいない場合は4-5 尾ノIHm2 で 8 月の生産カの高い時期でのくり返しの追加放

流によって・その亘は2倍になった。この間，先に定着していた魚の移動はなかった。

6．秋になると定者していた魚の移動傾向がみとめられた。
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附表 l 放流稚魚の内訳

(実．験1 )

 
放 流 魚． 内 訳

 
実験 槽

放;市円口
フ オ ー ク 長 ヒm@区 分 屋 数

A-fi-1R 群   
B -6-15 群B 50 測定せず

A-6-2m 群
尾ピレ上葉切除

  
 

B -6-21 群

尾ピレ 下葉切除
  

@実験 L

 
放 流 魚、 内 訳

 
実攻槽

放流円口
フ オ ー ク 長 (m)区 分 屋 教 

A- 7-m0 群   
5． 2， 4 ． 5， 5 ． I， 5 ． 4， 4 ． 8， 4 ． 8， 5 ． 4， 5 ． 3， 4 ． 2， 4 ． 9， 5 ． G， 5 ． 0・46.      

B 50 5.3 ． 4 ． 8． 4 ． 5， 5 ． 3， 5 ． 2． 4 ． 9， 5 ． 2． 4 ． 8， 5 ． 2． 5 ． 3， 5 ． 2， 5 ． 4. B-7-10 群

   ・ 4 ． 8， 4 ． 7， 4 ． 5， 5 ． 4， 4 ． 8， 5 ． 0， 4.9.5 ． 2， 5 ． 2， 5 ． 0， 4 ． 4， 
A- 7-24 群

尾ビレ上葉切除
 

 
R-7- 別群

尾ビレ 下葉切除
 

A" 8"I 山洋 
 .I0

B-8"I 僻羊 I0                                        

A-9-2 群   
B -9-2 群  

B -9-13 群
右腹ピレ 切除

  .I3  

B 惜 走者 魚
左腹 ピレ 切除

  
 .25

B-9-25 群  

附表2 定声魚の点検内訳

(実験I)

  
定 者 魚 内 訳実験 棺

 点検月日
群 - フ オーク 長伽 (体重g)区 分 屋 数  .2(1.6)1）A-6-15A-6-21群群 @*5-4 2中s7（（ 工工 5gc33i 

46   .10

B-6-1SB-6-21群づ群 -45 6@nCMI・・ SO1 (0 ） 3 

(実験n)

  
走 者 魚、 内 訳実禁槽

群 - フ オーク 長 m ({本重 K)R 分 屋 故
 点検月日

" 点検中死亡4 A-7"I 瞭+5.5 ， 5 ． 5,5.1,5 ． 0" 
4fi ． ?.24

  旧刀上下 c3<3nAA[>77il<c204群群 inin07t， min刃2 mi5 
B 半 3 4 B-7-24 群 -66.0 ・ 5 ・ 2， 5 ・ 0， 5 ・ 0

 点検後指 ピレ 切除6A-7-1O上下 A-7-24群づ群づ 65 ・． 79，・ 65 ・． 22，， 55 ・． 40
 8H 2 日の点検も

 
 603c2]上下 5 7 2 群

g3
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附表3 降下魚の点検内訳
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